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3 月 8 日(水)に栃木県庁東館 4 階講堂において栃木県、栃木県再生農業協議会主催の研修

会が開催されました。本研修目的は、最先端の技術開発の状況や県内での新技術導入する取

り組みを紹介することにより、農業者が規模拡大を進め水田のフル活用を実現するために

開催されています。第 3 回は、水田の効率的な水管理技術ついて､その開発状況と展望につ

いて理解を深めるために開催され 100 名を越える参加者がありました。 
 
本研修では、農村工学研究部門水利工学研究領域樽屋水利システムユニット長から「水管

理の省力化技術について ～スマートな水管理とは?～」の基調講演を行いました。話題の

１つ目は、「水田水管理の省力・適正化を実現する圃場水管理システム」の紹介、話題の 2
つ目は、「次世代の水利システム(スマートな水管理システムとは?)でした。 

 
また、栃木県で行っている新技術実証フロンティア事業の成果紹介として 1.GPS 等位置

情報を活用した自動操舵田植機の実証について、2.低コスト基肥と流し込みによる追肥を組

み合わせた実証事例、3.省力化技術(第区画、密播疎植、流し込み施肥)の効果確認の 3 テー

マについて紹介がありました。 
 
農村工学研究部門の研究成果を現場の農業従事者に伝える良い機会になったのではない

かと感じました。 
 

 
研修会の様子 

 

 
開会の挨拶 

 
基調講演の様子 

 

 


